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論 文 内 容 の 要 旨
この論文はブタジエンとオレフィンやアクリロニトリルとの交互共重合についてその重合の機構や生成
ポリマーの合成ゴムとしての特性を研究したもので9章よりなっている.




























第8章と第9章はブタジェソとアクリロニトリルの交互共重合の研究について述べ て い る.VOCe3-
A一βEt3,CrO2CB2-ABEt3などの触媒や ZnCe2-過酸化ベンゾイル-VOCiZ3などの系を用いて交互ポリマー
を得た｡




















6.プロピレンー ブタジエン交互共重合体は Tg-74℃,Tm+12℃で,や 狭ゝい分子量分布をしている.
7.加硫物はカーボンブラックなしでも150kg/cm2の高い強度を示し,SBRやシスポリブタジエンの4
倍に達する｡伸びが最大になる温度も+25℃以上で高く,伸張時分子鎖がよく配列している｡
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8.カーボンブラック配合ゴムはすぐれた性能をもち, 天然ゴムに匹敵する｡耐熱老化性は天然ゴムよ
りすぐれている｡
9.プロピレンー ブタジエンオリゴマーは加熱または光照射で硬化し,強い塗膜を生じる｡NMR でポリ
-4-メチルシクロ-キセソと同様の構造をもち,不飽和結合を残さないためすぐれた塗料になる｡
以上の如く本論文はプロピレンー ブタジエン交互共重合反応の動力学研究で素反応を明らかにし,また
得られるポリマーの物性を詳細に調べたもので,学術上工業上重要な知見を与えるものである｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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